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住行為からみた室内空間の雰囲気について
Mental Atmosphere and Dwelled Behavior 
in Interior Space 
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Motoyoshi T AKAHASHI 
要約
室内空間の雰囲気を定性化するにあたって，住行為にとって望ましい雰囲気から検討して行く方法を
採った.30対の形容詞対による評価項目で， 35積の住行為を評定させるSD法を用い，乙れを因子分析
法にかけて分析した.これから，住行為にとって望ましい雰囲気の心理的情近(枠組)を，男性，女性
おのおの場合及び性差を考えない場合について知ることができた.知り得た構造因子は全部で四種あり，
男女差のあることも知り得た@
1. はじめに
人間の 1日の生活は，仕事や食事，睡眠をはじめとす
る多くの生活行為から構成されている.さらに，これら
の生活行為を周期的なサイクルでつなぐことで，生活の
流れを滑らかなものとしている.造り出された生活の流
れが，都合の良いものであれば習慣と云われる半恒久的
な生活パターンへと発展するであろう.
一方p 建築K託された重要な役割りの一つにp 人聞の
生活を収容する器としての役割りがある.従って，建築
物は人聞の生活にとって利便的かっ快適々ものでなけれ
ばならず，決して不快で使い難いものであってはならな
い.建築l乙課せられたこの根源的な命題を満たして行く
ために多くのアプローチが考えられるが，最も直接的な
万法は，人間生活を構成する要素である生活行為を分析
することであろう.個々の生活行為が要求する物理的条
件(広さ，規模など)，心理的条件(雰囲気など)，生
理的条件(湿気，じんあいなど) を把握することによ
り，利便的で、快適かつ健康な生活環境を生み出そうとい
う方法である.
このような考え方を背景として今日まで数多くの研究
が進められてきたが，その多くは物理的条件ホ1~乙関する
もので，生理的条件当4に関するものも少とrくない.ζれ
に対して， 心理的条件を主眼としたものは未だ日も浅
く，蓄積された研究成果も満足で、きるものではない.物
理的側面，生理的側面から割り出された建築空間の利便
性や快適性は，最も基木的な指標ということで重要であ
るが，その利用主体である人間の心理的評価が充分反映
されていないため，現実には多くの矛盾を含んでいる.
1，19Uとして判，公営住宅や公団住宅を考えてみると，こ
れらの佳宅は生活に必要な空間の広さと設備を物理的。
生理的側面の指標により最低限度有しているにもかかわ
らず入居者の大半は「狭い」という意識を持ち，乙の狭
さ:意識が団地などの集合住宅が嫌われる大きな原因とな
っている. もちろん，家族人数や経済的な問題のため物
理的にも生理的にも狭い場合が少なくはないが，それだ
けで「狭さJを説明しきれない居住現象も多く見受けら
れる.これは，物理的側面，生理的側面の指標からだけ
で利便性や快適性を説明するには不充分で，なにか別の
ファクターを導入する必要のある乙とを示している.
(利便性・快適性の指標)
= (物理的側面の指標)+(生理的側面の指標)+α 
上式の「α」が忘れられていたファクターであるが，こ
れはとりも直さず心理的側面から割り出されるべき指標
であり，先きの集合住宅における狭さ意識は，心理的側
面からの指標が充分反映されていないζとがp 原因の主
たる要素ではないかと思われる.
小論は，以上のような観点から，生活行為が要求する
室内空間の心理的条件の定性化を図る基礎的な研究であ
るが， t:.主活行為の内でも最も基礎となる「住むJという
カテゴリーに含まれる生活行為(乙れを「住行為」と小
論では定義することとする.) を対象としたものであ
る.
2. 視点の設定
心理的条件を索定する場合，まずこの心理的条件とい
うものをいかとEる観点から捉えたら良いかが問題とな
る.心理的側面から，人聞が対象と接つする場合のあり
さまを考えて見ると，まず社会という最も上位のシステ
ムと関係するときには，いわゆる「世論」といったよう
な応対の仕方がある.つぎに，人間が人間と接つする場
合には，愛憎や畏怖等の「感情」的な対応がある.建築
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や都市という個人や社会を支える生活環境と接つする場
合には， r雰囲気」 という概念で対応すると考えられ
る.A喫茶屈の雰閤気が良いとか， B公園の雰囲気は良
くないといったぐあいである.ζれら三つのレベルの心
理的対応は，人閣の情緒や感情!L:根ざした本来は統一的
なものであろうが，何にがしかの心理的影響を受ける対
象によって類別化されていると理解する ζとが妥当であ
ろう.
小論では，との雰囲気という概念を手がかりとして，
住行為が要求する室内空間の心理的条件を索定する方法
を採った.すなわち，生活環境との心理的対応により生
ずる雰囲気という概念カろいくつの次元でできあがって
いるのか，どのような要素から構成されているのか(雰
囲気の心理的構造)を探れ次に個々の住行為を遂行す
る場合の望ましい心理的条件が，雰囲気という枠組の内
のどζに位置するかを探ろうとした.乙のような分析的
手続きを経て. r就寝」という住行為を主目的とした「
寝室」の雰囲気はこうあるのが望ましいと結論づけられ
ると考えた.
3. 実験方法
住行為にとって望ましい雰囲気を究明する手段として
まず考えられるのは，壁や床の材料・色彩等を変化させ
る室内において，実際K個々の住行為を行なわせ，雰囲
気が適当かどうかを評定させる実験である.との場合の
免れ得ない欠点は，心理的条件としての雰囲気を系統的
に変化させる規準が，今のところ明きらかでないととが
あげられる.従って，得られる結果は1例報告となって，
秩序だった成果を得るととが期待できない.そ ζで，小
論では個々の往行為を遂行する際の望ましい周囲の雰囲
気を. i言語」によって被験者に表現させる方法を採っ
た.被験者は，個々の住行為を脳裏において想像し，そ
の住行為にとって望ましい雰囲気を言語により評定する
わけである.との方法によって得られる結果は， (1)住行
為の要求する雰囲気の心理的構造が明確化される ζと，
(2)個々の住行為の要求する雰聞気をさきの心、理的構造に
よって定性化できるとと.(3)住行為をその要求する雰囲
気?とよって類型化できるととである.但し， ζれらの結
果は脳裏において想定した一一即ちイメージとしての
一一心理的構造であり，定性化であり，類型化であると
いう制約を取りはずすζとはできない.しかしながら，
小論において究明した雰囲気の心、理的構造及び住行為の
定性化・類型化巻基礎として，前述したような室内模型
による臨床実験が可能となり，それにより小論の結論を
修正あるいは補足するととが必要であるととは云うまで
もとrい.
3.1 評定言語
評定言語として， 日本語の形容詞， 形容動詞を用い
た.雰囲気の状態を表現する言語としては，誰れにでも
分かり易く，しかもその示す意味がほぼ一定である乙と
が要求されるためである.雰囲気を形容認や形容動詞(
以下，一括して形容詞と云う)!とよって評定させる方法
として，
(イ) 望ましい雰囲気の状態を，思いついた形容詞で表
現させる方法
(吋 あらかじめ幾つかの形容詞を定めてζれから選ぱ
せる方法
判車反対語となる 2つの形容詞を両極とした対を幾つ
か用意し，両極の間を等間隙に分割し，図1のよ
うにして評定させる方法制がある.
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図1 7段階評定法
し、
刊の方法ではデータの数量化が困難なため，小論の目的
の一部しか結論として得られないが比較的被験者の正直
な意識を捉むことができる.ζれに対して付の方法はデ
ータの数量化が容易であるが，評定言語が限定されてい
るため，被験者の意識をもらさずデータに反映できるか
どうか疑問な点がある.加)の方法は他の二者に比すと中
途半端で，小論において適当とは考えられない.本質を
探るには付)の方法が良いが，分析的には付の方法が良い
と云える.小論では付の方法を用いているが， (イ)の方法
で予備実験を行ない，形容詞を定める場合に際しとその
結果を反映させるという， (イ)と判の両者を兼ね合わせる
方法を採った.
3.2 予備実験
予備実験は，表1に示した住行為を， 男女別・年令別
(20才~70才)を考慮した被験者群36名に対して行なっ
た.住行為の選定基準は
付) 必要かっ充分の住行為を選びだす
(ロ)行為頻度が高く一般的なものを選ぶ
付行為の相異が問題とならないものは一つで代表す
る
とし.35種の住行為を選定し乙れらを無作為に呈示し
た.
乙の予備実験はいわゆる連想語法と呼ばれるものに似
ており，呈示された住行為にとって望ましい雰囲気を連
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想させ， 1つの住行為に対して形容詞を 5個まで列挙さ
せた.
実験結果は，頻度回数3回以上の言葉を多い順に並べ
た表21乙示すとおりである 5回未満の形容詞は，この
他に30種ほどあったが表2には省略しである.
まTこ，予備実験とは別に，国語辞典や小論と同じ方法
を用いた文献桁などから，
付) 住行為が要求する雰囲気を表現すると思われる形
容詞を選ぶ
(ロ) あいまいなものや特殊なものを除いて，一般性の
表1 住行為の呈示順序
1睡眠をとる
2炊事をする
3書物を読む
4身じたくをする
5レコードを閣〈
d階段を昇る
7食事をとる
B ものを書く
。四碁固将棋をする
I 0テレビをみる
I 2勉強をする
I 3用:更をする
I 4主汗閣を読む
I 5廊下を通る
I 6掃除をする
I 7接客をする
I 8目見ヨたする
I 9化粧する
2 0一家団っん
2 I間食をとる
2 2工イ乍をする
2 3ラジオを聞く
2 4洗面をする
2 .s玄関をてる
7. 6カルタ・麻主主をする
2 7休息をとる
.28子供の世話をする
2 <)雑誌を読む
3口手芸 a編物をする
3 I雑談をする
3 2髪を七、ソトする
3 ;3食事の後片付けをする
:3 4入浴をする
:3 ，5洗たくをする
表 2 予備実験の結果(数字は度数)
日月るい 367 :気古寺のよい 二28 動的な
楽しい 31/7 十夫 i亘 な ;ユ3 危険な
静かな 3二27 '1命 f夫な .2!'正 重々し λ
戸喜ら着いた /ら/ 美しい .23 うるさい
青潔な /斗3 穏やかな .23 落ち着かない
さっぱりした //6 のろし、 二2.2 易しい
暗 し、 /00 ぼんやりした 二2/ {更平リな
ゆったりした ヲヲ 柔らかい .2/ 官子吉な
のんびりした 98 〉令たい 二20 完全な
面倒な 88 安全な .20 なだらかな
広 し、 アヲ a.~号れ々々した /8 開放的な
笠理主F凡た ι/ きらいな /7 あざやかな
疲れる ι/ 活動的な /5 '1ら々々の
すっきりした 58 狭 し、 /1/ つまらない
きれいな Jヲヰ J崖 J奈的な /1，ι ゅううつの
議記効くしい 53 白鼠 な /3 しっくりした
自由な 53 手 L、 /ム すばやし、
かろやかな 1/ヲ i呈 し、 /斗 舌L 出甚 な
にぎやかな 1/7 安心した /.2 澄九，.三
うっとうしい 1/5 つらい /斗 まとまった
il;1萱 し、 1/0 陽気な I ! はなや点、な
気経な J 勺 C/ 事斤しい // 寒々とした
緊張した 37 難しい // 静的な
面白し、 35 親しみ易1.' f ノ/ 不安な
忙しい 3/ 疲れない // 
ある形容詞を選ぶ
判 同意語は一つに代表し p 表現の硬いものや俗語・
外国語は除外する
などを目安として選れ整理したところ， 361語の形容詞
が集収された.ζの形容詞群をさらに，図 1のような反
対話による対の形に整理し直して， 90対の形容詞対を作
成した.
90対の形容詞対と前述した予備実験の結果とを検討吟
味することによって，表41乙示す30対の反対語からなる
形容詞を設定した.以下の本実験においては，この30対
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表3 被験者の構成
男 とz E十
E主 壬A そE 3/' ;2λ 51. 
fペいZムミ 国
デザイン :2 ご之 lι 
コE亡ヨL 楽 ごつむ L/-
投| LP 3 /ア
/5 30 
表4 評定項目
/。明るい |I I II I I| 暗 い
ふわうるさい「T寸一下n一円静かな
3. 5童い |1 1 I I 1 1 tJJ い
4ム派手な |I I I I I I| 地味な
5円動的な |I I I I I I| 静的な
6。楽しい |1 1 I I 1 1| 楽しくない
ア.奇抜な |I I I I I I| 平凡な
暖かい 11 1 I 1 1 1| 冷たい
ヲu 落ちJ著いた 11 1 I 1 1 1| 落ち着かない
/ジ。鋭い lI I I I I I| 鈍い
/ /.清潔な |I I I I I I| 不潔な
/ヰ。快適な |I I I I I I| 不快な
/3. まとまった |1 1 1 I 1 1| ぱらぱらの
/ぷ e 固 い |1 1 1 1 1 1| 柔らかい
/5， ，1っきりした l1 1 1 1 1 1| ぼんやりした
/6.新しい「下丁TTi門古 い
/7" きれいな |1 1 I I 1 1号ない
/3.のんびりした lI I 11 I I| 緊張した
1'1.場気な LI I 11 I I」陰気な
ュρ.にぎやかな |1 1 I I 1 1| 寂しい
斗/。めんどうな |1 1 I I 1 1 気軽な
ユ之.上品々 |1 1 I I I 11 下品な
ユL 白羽心 1 1 1 I I 1 11 束縛された
之4んゆったりした「丁一n一「寸一丁寸 きゅうくつな
.25. 浅 い「下下下下寸寸寸深 い
.2 6.重々しい [I I I I I I 詮やかな
ユフ吃激 し い |I I I I I I| おだやかな
之S。澄んと |I 1 I I 1 1| 濁った
コヱヲ e さっぱりした iI I I I I I | うっとうしい
3ρF立爪な口工工仁亡口貸喝な
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の形容詞対を設定言語とした.
3. 3被験者
被験者は，性別，年令別，性格差， m訟業別など広い範
凶から集めるのが理想的であるが，小論の木実験では，
性別，職業別を考慮して被験者を選んだが， 最終的lこ
は，表3のようである.
これらの被験者に対して，表 1~乙示じた住行為を無作
為lζ呈示して，各住行為に対し表4の評定言語lこ解答を
要求した。
実験室は一定とし実験室内の静寂を保ち，同然採光下
で午前10時から午後4時までのあいだに実験を施行し
た.実験日時は昭和48年8月である.
4. 雰囲気の構造
表 4~乙示す 7 段階評定法によって住行為の要求する雰
囲気を30対の形容詞対で測定した結果から p 雰囲気の心
理的構造を探るための数理統計技術として，小論では因
子分析法の一つであるパリマックス法制によった.周知l
のように Spearmanの4価差にはじまる因子分析法は
心理学の研究領域で発生，完成したものであるが，繁おf
な計算が電算機の出現によって解放されたため今日では
多方面において利用されている統計処理技術である.多
額ある因子分析法の内でも， 特lζKaiserのパリマック
ス法によった理由は，拍出された j除造因子が他の構造1:t1
子とできるだけ独¥1:の関係にあることが望まれるからで
ある.
表5は，男女を合わせたデータで囚子分析を行なった
結果で，抽出された因子とそれぞれの国子に対する各形
容詞対の持つ因子負荷量とでまとめである。因子負荷量
が火であれば，その因子を構成する要素として重要であ
り，小であればその逆である.表5は結果をわかり易く
整理するために，因子負荷量0.4を目安として，反日ら0.4
以上のものを因子構成要素と考え，以下のものは無視す
るとして再整理したものである.
表5は男女差を考慮lこ入れない場合の結果であるが，
雰囲気l乙対する心理的構造は男と友とではかなり兵々る
ものと思われるので，それぞれについて因子分析を抱し
，同様の手続きで再整理したものが，表白及び7である.
4. I 性差を考えない場合(表5) 
「清潔な e きれい仕快適芯・さっぱりとした・ま
とまった・落ち着いた・新ししリなどの評価的な「快適
性」を表わす因子が第 I因子である.第皿因子は「楽し
い・にぎやかな・陽気な・暖し、」などの「陽気さ」を表
わす因子である.また第N図子lこは「動的な・派手な・
うるさい・強い・奇抜な」などの「動き」を表わす言語
がある.さらに第VI因子には「自由な」が入っている.
乙れらの他に3つの複合因子がある，
共通性と因子寄与率から， もう一度表5を見直してみ
よう. I落ち着いた・新しいJr暖いJr奇抜な」など
の言語は共通性が極端に低く因子構成要素とするには信
頼性に欠ける.また第E悶子，第V因子は因子寄与率が
小きい.ハンフリーの基準H判を算出してみると， H2= 
0.145，日5=.0.079といづれも基準Ho=0.365より少さい
ので，因子として採用できない.
次に3つに複合因子についてみると， r上品な・澄ん
だ」はそれぞれ，第 1. 1，第 1. V因子であるが，第
1，第V因子が成立しないため第I因子の範ちゅうに入
れるととにする.
ζれに対し 「ゆったりしたJ は第1. VI因子である
が，その因子負荷量の値及び第1， ¥11因子の言語の内容
から第V因子l乙入れるものとする.
以上より，性差是考えない場合の雰周気に対する心理
的構造は次のようになる.
快一不快 ・・清潔な，きれいな，快適な，さっぱりと
した，まとまった.
|湯陰 ・・ー楽しし¥にぎやかな，陽気な.
動持 ....動的な，派手な，うるさい，強い.
開一間 ー ・自由なt ゆったり[た.
(快不快 上品な，澄んだ.) 
ζの心理的情造は，住行為にとって望ましい>>凶気を測
る場合の指標と考えられるもので四つの次元からできて
いる. r陽一陰J， r動静J， r閲ー閉」の三因子は
比較的内容がはっきりしているが， r快 不快」の内容
は多少複雑である.この因子の中身は，清潔感，美，快
適!色調和感などからできているが，いずれも快感や不
快感を起乙される原因となるものと解釈して 「快 不
快」の因子と名付けた.つまり快適性というものは，清
潔さ，美しさ，調和といった概念から構成されていると
考えられる
4. 2 男性の場合(表6)
「清潔な・きれいな・快適な・さっぱりした・まとま
った・ゆったりした・自由な」などの 「快不快J， 
「開ー閉」を表わす因子が第I因子である.1f4m因子は
「動的な・派手な・うるさい・強い・にぎやかな」など
の「動 静」そ表わす因子で、ある.さらに 4つの複合因
子がある.
共通性の値を見ると， iJl'H 17~子において「ゆったりし
た」以下の言語，第皿出子において「にぎやかな」以下
の言語が小さい.これらの言活は因子を構成する言語と
しては信頼性に欠けるものと考えられる.
次に因子寄与率の値をみると，第IT，第町，第VI因子
は因子寄与E容が小さく， H2=0.212， H4二 0.197，H6= 
0.113でいづれもハンフリーの基準Hoニ 0.365より低い圃
従ってこれらの因子は構造的に重要とは認められないの
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で一応除外する.
さらに複合因子をみると， I上品な・澄んだ」は前項
と同様の理由で第I因子に含めて考えることとする.
「激しい・重々しい」はし、ずれも第V因子に属するもの
と考えられ， また H5=0.439と基準を上まわっている
が，内容があいまいであり， I動静」の因子でもある
程度代用できることから p 因子としては採りあげないと
ととする。
以上より，男性の場合の雰囲気に対する心理的構造は
次のようにとtる.
快ー不快一-清潔な，きれいな，快適な，さっぱりと
した，まとまった.
動 静 …・・・動的なp 派手な， うるさい，強い.
(快一不快…・ー上品な・澄んだ)
男性の雰囲気l乙対する心理的構造は「快 不快J， i動
静」の二つの次元から構成されている.前項における
「陽陰J， I開閉」は，前者が第 I因子の中lこ埋没
しp 後者はほぼ消え去っている.
4. 3 女性の場合(表7)
「涜潔な・きれいな・さっぱりとした固まとまった」な
どの「快ー不快」を表わすのが第 I因子である. r鋭い
・はっきりとした」が第E因子である.第E因子は「自
由な・ゆったりした・めんどうな」などの「開 閉」を
表わしているものが含まれている.イ也に2つの複合悶子
カまある.
共通性をみると，第 I因子で「まとまった」以下，第
E因子で「はっきりとしたJ，第E因子で「重々しい」
以下の言語の値が小さい.因子寄与率は，第nr，第V，
第VI因子の値が小さく， H3=0.183， H5=0.200， H6= 
0.283と基準を下まわっている.また， 第E因子はl-b=
0.560と基準を上まわってはいるが， I鋭い・はっきり
した」などの言語ではその内容があいまいであるので因
表5 因子分析結果(性差を考えない場合)
形容詞対
因子番号 I E E lV す vr 共通性
/ /， 清潔 な vー 不潔 な C)LI-O -03 スワf 一037 008 一065 -O'1Lト 89つ
/ア きれいなー汚 な し入 917 -02オ -0守つ -007 -068 -030 84-7 
/斗。快適 な 一不快 な 663 -076 2C，6 。斗8 -023 オー6，:_) 56つ
:2ヲ。さっぱりしたーうっとうしい 65オ 0斗2 オ斗2 060 2'17 つ7つ 526 
/3，まとまった (まら ij、らの 628 066 。斗2 寸オオ 022 0斗7 4オ6
ヲ。落ち着いた 一落ち着かない 斗5オ オラ0 。う7 380 072 2オ5 斗オ9
/6，新 し し¥ 一古 し¥ li-LI-5 オ5Lト 200 オー36 0斗オ OLト5 28Lトl
6。楽 し L，¥ 一楽しくない つ99 寸09 956 058 005 -003 9691 
:20.にぎやかな 一寂 し ¥，、 00守 ー055 590 -357 00斗 -006 479 
/ヲ c 陽気 なー陰気 な 368 028 L~98 司 一05オ 060 オ63 ォ々7
8"日麦 か し、 一冷 十ー L、 309 つ08 斗09 027 059 089 2871 
5。動的 え: 静的 な -066 オー33 265 -872 -00オ -052 ε55 
4ど制派手 な一地味 な .:..05 -07斗 ヨサオ -7斗4 -009 062 663 
:2.うるさいー静か な -206 -088 273 -629 000 オー02 53オ
3。強 し¥ -- ~~ し、 オー26 一介つォ 260 -603 -0斗2 03オ l十62
ア。奇抜 な 平凡 な 0?3 -029 26LI 一斗20 一OLI-3 -020 250 
:23. 自 由 な 一束縛された 368 0c，C) 288 オOLト 033| 8381 9斗2
:2:2.上品な -下品 日 ~II 8571 00斗 0つ8 005 。〆10 オ.000
2_('_? 0 澄 ん だ 一濁 てコ オ69 099 つ301 7831 OOli オ.000
:2LJりゆったりしたーき申うくつな I LI-52 1 つ23 207 守60 6斗~ 7つLi-1 
(分散) iト.657 9つラ 2.346 2.6つ9 699 介.278オ2.5つ2
因子寄与率(分散比) Gも〕 37.2 7.3 ォε。8 20.9 5.6 つ0.2 ォ00.0
ハソフリーの基準 H (>365) 862 オli-5 56L~ 6LI-9 079 5L[オレイ
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子としてとりあげるには疑問が残る.
複合因子をみると， I快適な・澄んだ」はいづれも第
I因子に含めることが妥当と考えられる.
以上より，女性の場合の雰囲気に対する心理的構造は
次のようになる.
快ー不快-一清潔な・きれいとi:.さっぱりした.
開ー閉……自由な・ゆったりした・めんどうな.
(快ー不快…ー快適な・澄んだ)
女性の場合. I快不快J， I開閉」の二つの次元で
構成されていると考えられる.
4.4 性差による構造の相違
図2，3は，男女差を考慮しない場合の因子構造に，そ
れぞれ男性のみ，女性のみの場合の因子構造を重ね合わ
せたものである.図2より男性の場合は， I陽 陰」の
表B 因子分析結果(男性の場合)
形容詞対 因子番号 工
//ョ;青;葉 な 不潔 な 90Lト
/7.きれいなー 汚 な し、 86斗
/♀。快適 な 一不快 な 825 
。29. さっぱりしたーうっとうしい 733 
/3。まとまった ぱらぱらの 7オ2
24ムゆったりしたーさ申うくつな 603 
2ー3. 自 由 な 一束縛された 600 
ヲ。落ち着いた 一落ち着かない 577 
/ る。 幸斤 し し、 一古 L、 559 
S。日麦 ヵ、 し、 J令 すこ し、 LI-5斗
/ヲ。陽気 な一 陰気 な LJ_l!5 
5.動的 7j_ 一 青争 的 な -028 
4ど。派手 な 一地味 な -0斗2
• .2。うるさいー 青争 か な 寸ー59
3。強 し、 - ~~ し、 -OLI-3 
:20.にぎやかな 一寂 し し、 079 
ア。奇抜 な 平 FL な 03つ
.2 7，激 し し、 一おだやか オー69
:22.上品 な -下品 53'11 
ユS。澄 A だ 一濁 てコ 5891 
.2 6.首々しいー軽やかな オー82
(分散) 5.773 
因子寄与率(分散比) (労) 斗6.介
ハンフリーの基準 H(>365) 78オ
因子及び「開 閉」の因子が「快一不快J， I動ー静」
の因子内に埋没してしまっていることがわかる. 特に
「関ー閉」の因子が「快ー不快」の因子に吸収されてお
り，男性が住行為に望ましい雰囲気を考えた場合， I開
一閉」と「快不快」を非常に近い関係にあると感じて
いる ζとがわかる. これに対して図3より女性の場合
は， I動静」及び「陽一陰」の因子が抽出されず，
「快不快」及び「開 閉」の因子がクローズアップさ
れている.特KI開ー閉」の因子が明瞭に出て来るかわ
りに「動静」の因子が出て来ないことは，男性の場合
と比較して興味ある ζとである.また，性差を考慮しな
い場合に抽出された「陽一陰」の因子が，男性及び女性
と分けた場合に出て来ないことも興味あることである.
ζのように，男性の雰囲気に対する心理的構造と女性
E E lV す vr 共通性
-02ラ 000 一07'1 -029 003 823 
-005 -027 Oーオ5 OO/~- 00う 7Lト8
-060 -0オ7 -066 05LJ 。っ2 676 
039 0ー30 095 053 099 56'1 
一03斗 0斗8 0つ5 03Lト ー033 5オヨ
059 0オ7 -007 オー06 089 387 
027 -070 -0オ8 -025 つ58 392 
。オQ -209 006 -077 Oー斗8 385 
08ラ 四つ8オ -00ち オ26 035 369 
-033 -222 Oーオ9 一つ25 09つ 28オ
っーラ斗 -290 目 062 -033 オ37 32Lト
一守ちLト -896 0つLト 0オ3 -00斗 8~:LI-
一035 -839 戸 Oオ8 -05斗 OLI3 7オ2
-0l.J-オ -669 。ォ5 066 005 斗79
-06オ -63つ -OLJ-つ 096 -063 4つ8
っーOLト -58斗 一06オ -0オ 055 365 
023 -506 027 -007 028 259 
-250 オー59 -25つ! 8991 守守2 '1.000 
8斗ZJ 0オO 000 。っォ OOLI '1.000 
オ62 オ081 78斗| 0守6 005 '1.000 
一介75 守2オ I -82斗| オ.000
9オ2 ノウ . ιf万ι円υ 円 7オ3サ.'122 776 守2.5オ斗
7.3 25.7 5.6 9.0 6.2 オ00.0
2守2 752 オ97 lト39 っす5~ 
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表7 調子分析結果(女性の場合)
形容詞対
因子番号 I E E w す vr 共通性
/ /， j青潔 すよ 一不潔 な 95オ -008 -02オ -007 -037 -0オ6 907 
/ア。きれいなー ;号 な し¥ 938 -006 031 -00オ 一07オ 目。72 89オ
2ヲ。さっぱりしたーうっとうしい 598 _OL[-2 088 ラ27 25オ 020 537 
/3。まとまった i:i'ら(まらの J円5一Lト -0オ斗 0つ0 132 0らラ 097 ラiト9
22，上品 な 一下品 な ち介。 つ72 守19 オ3'3 オ4-5 守ー89 380 
/0。室見 し¥ 主屯 し、 039 回 -OLト斗 0オラ -006 -009 988 /5。はっきりしたーぼんやりした 235 2守斗 -061 097 083 Lト斗O
/6。新 し し、 一古 し、 373 356| 。-1ワ 005 002 寸.000
23，自 由 な 一束縛された 2LI-L[- 020 オ ~18 885 -08LJ -020 865 
21，ど内ゆったりしたーきゅうくつな 372 _oc汁 090 808 OL[オ -028 8オO
之/。めんどうな 一気軽 λτ-.l 、 一つ59 -055 -06つ -687 一つ2Lト -OL十O 弓2オ
:26。重々しいー軽やかな つー」に6LJ 009 オー_:;Lj -536 オー58 -139 斗介。
8ののんびりしたー 緊張した 26L干 -273 02オ LI-92 069 -022 
ク『ハプζ ハ
ヲ匂落ち着いた 一落ち着かない 370 オー55 059 iトづ日 /12オ 069 356 
6。楽 し ¥， ¥ 一楽しくない つ35 つ6Lト サ63 L[-Oラ 守/12 ち7ち 387 
/2，快適 な 一不快 5681 03L~ -0;"5 う09 GノQノフ3
28， i登 ん だ 一濁 コー -00オ ワ25 001 。ノ1，0ノGノ
(分 f女) Lj-.053 オ.600 ，396 3.068 820 797 オサ.23均
因子寄与率(五十七社じ) (9(，) 36厳守 オ斗.2 8.0 26 .L~ つi.・ Jτ; 7.オ "100.0 
ハツフリーの基準 H(>ラ65) i3C)2 560 オ83 7オ5 200 283 ~ 
図2 男性の雰囲気に対する心理的構造
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図3 女性の雰囲気に対する心理的構造
( )っきは，性差を考えない場合の構造因子を表わし， ( )なしは 9 男・女性
それぞれの構造因子を表わす.
のそれとが，住行為を行なう場合についてみると明1仰と
異怠ることがわかったが，これはとりも直さず，お互い
の住行為lこ対する見方の違いが表われていると解釈でき
るであろう.快適な雰悶気を望む乙とが両者lこ共通する
のは当然のことであろうが，男性が「動ー静」の因子を
あげているのは即ち静かな雰囲気，あるいは落ち着きの
ある雰間気を求めていることである.これに対して女性
は， i開 閉Jという因子をあげ，静かさなどよりも，
ゆったりとした自由さのある雰囲気を求めている.女性
の住行為のうち多くのものが自ら行なわねばならない家
事労働であることを考えれば，緊張感を伴tJ:う住行為に
対して周囲の雰凶気をゆったりしたものとしたいという
欲求もよく理解できる.また，男性にとって住居とは，
休息の場でもあることを考えれば，その雰閤気に対する
希望もよく理解できる.
5. 住行為にとって望ましい雰囲気
男性，女性の雰囲気に対する心理的構造を知ることが
できたので，乙れをもとに個々の住行為にとって望まし
い雰囲気とは，どのようなものであるかを考察した.
雰囲気を測る尺度としては， 前記のように 「快ー不
快，動静，陽陰，開ー閉」の4つが考えられるが，
男性，女性を別個に分析したところでは「陽一陰」が明
確でなかった.そこで，ここでは残り 3つの尺度で佐行
為にとって望ましい雰囲気を定性化した.
図4，図 5は「快不快，動静，閲一郎」の3つの
尺度を構成する言語で，望ましい雰囲気を表わしたもの
である.なお，各住行為を 6~7 種に分類して表示しで
あるが，これは前述した悶子分析法を住行為に対しでも
適用して分類した結果をもとに作成した.
男性の場合について考察してみると，図4より「快一
不快」の因子に対する要求はどの住行為でもほぼ同一で
強いζ とがわかる.これに対して， i動一静」 の因子
は，住行為によって指向程度が相当に異なり， i囲碁将
棋をする・書物を読む・睡眠をとる」などのものが静け
さを強く要求している. iテレビを見る・身じたくをす
る・掃除をする」伝どは「動静」因子における指向性
は低いと云えよう.また「関一閉」因子では， i快一不
快」因子の場合と同様に，いづれの住行為も開放的な雰
囲気を指向している.
図5をみると，女性の場合も男性の雰囲気に対する指
向性と良く似ている. しかし「閲一関」 因子において
「テレビを見る・書物を読む」などが開放性を強く要求
し， i勉強をする」が「快ー不快，開一閉」両因子に対
する指向性の低いことが異っている， この点に関して
は，小論のレベルで、早急な結論を出すには資料不足で，
さらに別の観点から調査分析する必要がある.
以上をまとめてみると， i快不快」因子における快
適さへの指向性が，いづれの住行為においても高い.ま
た「動静」因子においては， i囲碁将棋をする・書物
を読む圃勉強をする」などの精神作業的な住行為が静け
さへの指向性を強く持つこと，および「睡眠をとる」な
どの休息灼な庄行為も静けさへの強い指向性を持ってい
ると云えよう.これらの住行為は，いづれもプライベー
卜な行為であり， i一家団らんjなどのパブリック佐行
為や， i掃除をする」などの家事労働的な行為は「動ー
静」因子に対する指向性は5弘、と云える.ただしプライ
ベートな行為のうちでも.身だしなみ的な行為も「動一
静」因子に対する指向性は弱い.つぎに， i関一間」因
子においては，どの住行為も開放性に対する指向性があ
るが，男性と女性では内容が異なり，前述したような住
行為に対する見方の違いが反映されているように見受け
られる.
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快
動
青争
開
閉
，2++++，孟++++ユ++++百++++1++++2++++3
ーーーー一一テレピをみる・一家団らん
ーーーーー掃除をする・子供の世話をする・洗た〈をする・食事をする
一身じた〈をする・化粧する・正面をする・髪をセヴトする・接客をする
囲碁将棋をする・予芸編物をする・用便をする
町一ーーー害物を読む・ものを書く・勉強をする・新聞を読む
一 ー睡眠をとる・体息をとる
図4 各住行為にとって望ましい雰囲気(男性の場合)
6.総括
生活行為が要求する室内空間の心理的条件の定性化を
図る第一歩として，心理的条件の要素を採った.小論で
は，生活行為の内の住行為を対象とし，乙の住行為が行
なわれたときの望ましい周囲の雰囲気はどのようなもの
か，その要素，構造を求めた.即ち，住行為からみた室
内空間の雰閉気の定性化である.
実験は，一般に S.D法 (Semantic Differential 
Method) と呼ばれるもので，乙れで得た資料を因子分
析法(バリマックス法)にかけて，その雰囲気の心理的
構造を知った.
性差を考慮しない場合，男性の場合，女性の場合の三
通例己向けて分析したが，その結果，雰囲気は次のよう
な要素から構成されていた.
μ) 性差を考慮しない場合・・・・「快ー不快J， i陽一
陰J， r動一静J， i開閉」
備考および参考文献
.2，++++三++++ユ++++0++++ぺ++++2++++ラ
一ー一一一一 テレピをみる・ 家団らん・接客をする・食事をする
一一一一' 掃|換をする・子供の世話をする・洗た〈をする・炊事をする
身じたくをする・化粧する・洗面守する・髪をセヴ kする
一一一一一一 囲碁将棋をする・手芸桶物をする，用便をする
一一一一ー 害物を読む・ものを書〈・新聞を読む
一一ー 唾曜をとる・休息をとる
勉強をする
図5 各住行為にとって望ましい雰囲気(女性の場合)
(ロ)男性の場合…..1快一不快J， i動静」
付女性の場合….1快一不快J，1開閉」
住行為から見た望ましい雰囲気の構造を上記のように
知ることができたが，今後の展望として， i快不快J， 
「動ー静」等の因子をもっと具体的な形で表わすこと，
及び実際の住居等で臨床実験を系統的に行なうこと等が
あげられるであろう.
最後に，小論は本学建築学科中島一教授をはじめとす
る中島研究室の方々との討論より多くの示唆を得た.さ
らに，本学電算機室皆福正彦講師ぞ因子分析の電算機利
用に際して煩わした.また，名古屋工業大学建築学科宮
野秋彦教授より暖かい励ましをいただいた. 末文なが
ら，記して深謝の意を表します.なお，小論の一部は，
尾崎紀良，武田真司両君が卒業研究(昭和48年度)とし
て筆者とともに行なったものであること吾附記する.
*1. 東工大建築学科清家研究室による一連の研究，千葉大学建築学科小原研究室による一連の研究，
及び愛工大建築学科中島研究室による一連の研究などがある.
キ2. 環境工学部門において見るべきものが多い.最近では，東工大建築学科小林研究室で行、なわれ
ているものが興味深い. し、体l乙対する温熱条件の影響に関する研究)
本3. 芝浦工大建築学科大須賀研究室で行伝われた調査.
* 4. OSGOOD/SUCI/TANNENBAUM・ iTheMeasurem巴ntof MeaningJ • 
UNIV. ILLINOIS Press， 1967. 
ホ5. 高橋大善「建築景観に関する研究J1973， 1974. 
平田素子「色彩調和の実験的研究J1968. 
小木曽定彰，乾正雄 ISD法による建物の色彩効果の測定J1961. 
意味尺度研究会 iSD法による日本語の意味構造の研究J1960. 
* 6. 芝祐順「行動科学における相関分析法」東大出版会1969.
* 7. ハンフリーの基準 H=2/〆N :N=変量の数/抽出された因子の有意性を判定する基準.
